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協働 的 コ ミュニテ ィーの設計 、運 営者 として の 日本 語教師
一私にとって総合活動型 日本語教育 とは何か一

章憲屋古

【キー ワー ド1私 の価値観 ・固有性 ・協働的 コミュニテ ィー ・信頼関係 ・教師の役割

はじめに

私は今学期、r日 本語教育実践研究(9)」 を履修 した。 このr実 践研究」に参加す る実

習生は、r私 にとって総合活動型 日本語教育 とは何か」を副題 とした レポー トを執筆す る・

その レポー トは、①r自 分 にとって総合活動型 日本語教育とは何なのか」について、r仮説1

を立てる→②その仮説を基にr対 話」をす る→③r対 話」を基にr仮 説」を検証 しr結 論」

を書 く、とい う流れで執筆 される。私もこの流れに従い、r仮 説」を立て、r対 話」を行っ

た。また、この三ヶ月間、実際にr総 合3・6」 の クラスに実習生 として参加 し・そこで体

験 した様々なことを基に実習生及び細川先生 と議論を重ねた。その結果、私が最初に立て

たr仮 説』は、確実に変容 した。以下に、私が どのようなr仮 説」を立て・それがいかに

変容 していったかについて述べていきたい。

1.仮 説

人は何のために第二言語を習得 しよ うと思 うのだろ うか。その 目的 は、多くの場合rそ

の言語を使って他者 とコミュニケーシ ョンができるよ うになるこ と」 ではないだろ うか。

そのように考えると、日本語教師の最 も重要な役割 は、r学習者の 日本語によるコミュニケ

ーシ ョン能力の育成」にあるはずである。

r言語によるコミュニケーシ ョン1と は、くr私』が考えていること 〔=内言)を 表現す

る 〔=外言化=話 す、書 く)→r他 者」によって表現 された もの(ゴ 外言)を 知覚 し・理

解する(=内 言化=聞 く、読む)〉 というr表 現」とr理 解」のプロセスをr私 」 とr他 者」

との間で繰 り返す ことである。これは、母語であっても、第二言語であっても基本的 には

同 じである。

私は以前、学習者の 日本語によるコミュニケーシ ョン能力の育成のために重要な 二とは、

教師が教材 を通 して 日本語に関す る知識を与えることである、 と考えていた。 しか し、上

記のコミュニケーション観か ら(本 当に重要 なことは、r私」について 自由に表現す ること

を保証 された場所で、学習者 自身がr表 現」 とr理 解」のプ ロセスをr私 」 とr他 者」 と

の間で繰 り返すことではないか>と 考えるよ うになった。
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私は現在、日本語教師の役割を① 日本語学習者が(コ ミュニテ ィー内共通言語 としての〉

口本語によって相互にr私 」について表現する活動を繰 り返すことができる協働的 コミュ

ニティーを設計し、運営すること、②コミュニテ ィー内において、学習者がr私 」につい

て表現す る活動 をサポー トす ること、 と考 えている。私にとって総合活動型 日本語教育と

は、((①②の)r日 本語教師の役割」を自覚 した 日本語教師によって設計、運営され る日本

語によるコミュニケーション活動の場そのもの〉である。

私は上記のr仮 説」を執筆 したとき、至極単純に、教師が学習者に表現の自由(=r何

を言ってもいい」 とい うこと〉を保証 し、その上で教師が学習者に表現上の手助けをする

よ うな場所を設定 しさえすれ ば、学習者か らす るす ると表現が出て くるのではないか、と

い うふ うに考えていた。 しか し、その後 「対話』を行 う中で、私は 「それはそんなに単純

なことではない」 とい うことに気づき始める。

2,Sさ んとの 「対話」

2-1「 対話」の相手としてSさ んを選んだ理由

Sさ んは、細川先生が 日本人高校生を対象に行ったr目 本語総合」の授業実践 ドキュメ

ンタ リー『わた しを語 ることばを求めて一表現することへの希望』(三省堂)の 著者である、

私がSさ んの著書を読んで最 も印象的だったのは、r総合」をあくまで冷静に、客観的に観

察するSさ んの視点だった。その視点は、実践の当事者 としての教師の視点ではないよう

に感 じた。そのような当事者 としてではない視点か らr総 合」を見ているSさ んとr対 話」

す ることによって、自分が持 っているr総 合」像 とは全 く違 うものが見 られ るのではない

かと考え、私は 「対話」相手としてSさ んを選んだ。

2-2「 総合活動型 日本語教育」における教師 の役割

Slう 一ん、環境 を設計するとか、学習者の人 たちの間を調整するとか、 ってい う役割な

んですけど、私 自身は、細川先生の言語教師としての実践で一番魅力を感 じているのは、

rOO人 はなんだ」 とかい うときに非常に強 くつっこむところ。私は最終的に、 レポー ト

書いてて、 日本人 とは何々だって結論づ く場合 もあると思 うんですけ ど、で も、それがそ

の人の本当に言いたいことだから、そ うい う結論でいいんじゃないか っていうふ うには言

えないです。それ だったら、実践の意味はないと思っていて、だか ら、ことばを出させる

ってい うのは、わ りとニュー トラルな考 え方だと思 うんですけど、細川先生自身は、気づ

いてないか もしれないけど、かな り.人 的な文 ヒってい"の を レポー トの でも圭かせよ

うとしてい ると思 うんです。個人の ことばを交換すれば、自然に一人ひ とりの姿が見える

みたいなのは、私は幻想だと思っていて、や っぱり、あるカテ ゴリーみたいなので人を見

がちではあるので、その人そのままをことばを通 じて受け取るってい うのは、とても難 し

一140一



日本語教育実践研究 創刊号

いことなので、そ こで教師が強 くrそ れは どこにあるのか とかい'ふPに きくってい'

一_で 、r本 当は こうい うこと言いたいん じゃないの」 ってい

うふ うに導いていくってい う方法 もあると思 うんです けど、そこを、知識は与えない けど

一 ってい うところが一番魅力的だなあ、 と思ってるんです。

古:そ の ことによって、教師が 極的に一般…幽に対 して 酎を提示することに よって、遇

習'の 今までの考え方をノ'えるところに、一番の(教 師の)'・ がある

上記のSさ んの発言は、r対話」冒頭 の くr総合活動型 目本譜 教育」にお ける教師の役割

にっいて>の 私の質問に答 えてのものである。この中でSさ んは、教師 の重要な役割をr学

習者が提示する一般論に対 して、疑問を投 げかけることである」とした後、「学習者がr私 」

について表現す るとは、レポー トの中でそれぞれ のr個 の文化」を書 き表す 二とであ り、

r個の文化」を表現 しないr総 合」に意味はない」 と言った。 〈r総合」において表現する

こととは、「個の文化」すなわち 「一般論ではない自分に固有な もの」 を書 くことである>

ということに、私は衝撃を受けた。なぜな ら、私はr個 々の学習者が 自由に表現すれ ばそ

れ でよい」 と考えていたからである。なぜ 「総合」において、学習者は 「一般 論ではない

自分に固有なもの」を書 く必要があるのだろ うか。

2-3「 総合活動型 口本語教育」の 目的

S:一 人ひ とりと実際伝 えることができるよ うなコミュニケーシ ョン活動 を行 うってい う

のは、非常に大きな目的だと思 うんですけ ど。 じゃあ、ニムー

一人ひ とりの話をよく くってい ーときに、そ こに'に なるものがあって で そ こに

対 して 動きかけをた うってい ープロセスな しで その人に向き合え るだ ろ"か けきAえ

る人 といpか 一々それほ ど になるものがない人もいると思 一んで けど そ こは私は

一 それ 自体が目的ってい うのではないのです けど、う一ん、

必ずいる、いるのではないかと。

古:確 かにそこを抜いた ら、あ りがちな活動(例=個 々の学習者が興味 あることについて、

調査、発表する活動)に なって しま うと思 うんですね。僕がここ(=「 仮説」)で 書いてる

のは、結局枠組みを作るってい うことなんですね。だから、今思ったのは、それに加 えて、

や っぱ りr剥 ぎ取 り1(=学 習者が提示 したステ レオタイプな見方に対 して強烈な突き上げ

を行 うこと)が 要 るのかなあって。 この本の中にもあるように、 これは細川先生がそ うな

のかもしれないですけど、r目本人 らしい」とか言 うと、そこには冷静さを欠いたよ うな形

で激 しいつっこみ をするってい うのが書かれ てたんですけど、それ こそが、r総合」の肝 じ

ゃないかってい うことですか。Sさ んは。

S;う ん、私にとってはそ うです。この活動からそれを抜いちゃった形では、ただの文 章

支援にな るので、それはいいレポー トは書 けるかもしれないけど、その実践に出て揺 さぶ

一 1・・11一



られ る よ'な 全 然 一え た こ と も な い よ'な と こ ろ か ら 自/のAま でr一っ て い た 点

たいなのを ζされるよ うな そ ういpほ かでは'ら れない よ ーな 験はそんなないん じゃ

ないかなあと

上記の 「対話」の中でSさ んは、「一人ひ とりの話をよくきくときに邪魔になるもの

(=一 般論)が ある。 自分の中にある一般論に意識的になるとい うブ ロセスな しで、他

者 と向き合 うことはできない。つま り、他者 と(一 人の個人として)コ ミュニケーシ ョ

ン活動 を行 うこ とと自分 の中にある一般論 に意識的 になることは、不可分の関係にあ

る」と言っている。また、Sさ んの言 うr自 分の今まで持っていた視点が覆され る経験」

とい うのは、r自 分の中にある一般論に意識的 になることによって、一般論か ら離れた

自分だ けの価値観(=固 有性)に 気が付く』とい うことではないだろ うか。

2-4r総 合活動型 日本語教育」の教室と教師の人間観、言語観 の関係

古=r協 働的 コミュニティーの形成」 ってい うのは、結局、Sさ んの本の中で言えば、r主

人公の転換」。最初はある程度教師が引っ張っておいて、途中で変わって、実際仲良 くなっ

たか どうかは別 として、その場でのコミュニティーが形成 されたって状態だ と思 うんです

け ど、そのために教師は何ができると思いますか。

S:批 判を言っても大丈夫 とか、ああい う雰囲気作 りってい うのは、 どうすればできるの

か。 う一ん、細川先生を見て る限 りでは、 手を 日一く語堂・一'にな しても …=に ・して

一 と思 うんです けど。 う一ん、だか らこそ、わ りと

きついことも言えるし、言った ら傷つ くん じゃないか とか、もちろん感覚的に暴言を吐い

た りとか、その人を追い詰めるよ うなことは、絶対言わない と思 うんですけ ど、 う一ん、

批判 した り、ばあっ と言ってるようで、相手に恐怖感は抱かせないですよね。そこをテク

ニ ックとしては語れないし、それ は 手から帰って くることぱも当然 自 は幽け止めるっ

てい'強 い信念 とい ーか そ'い'の に支 えられているのかなあ。先生に対 して手加減を

しなくていいわけです よね、学生に とっても。そpい 一小心感 とかは 畳生 ど讐しも曼っ

た ら普ったで 号われたことをきけるところはきいて とか 意 もらってあ りが と'っ て

一 っていうのもあるだろうし、そういうの、教師の役割っていうふ

うには、ちょっとなかなか言い切れないってい うか、まあ、一 と室

の 的な 圓 とか言語 のスタンスとしてそ 一い 一のを持っている それに基づいて

教室一_活 動とか一つひとつの介入にしても、そ うい うのから出てる

んじゃないかなあ。

学習者が 「一般論から離れた自分だけの価値観に気づいた」 として も、教室の場に 「何

を言っても大丈夫」という雰囲気がなければ、それを表現す ることは難 しい。rそ のような
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雰囲気を作 るために、教師に何ができるのか」とい う私の質問に対 して、Sさ んはr私 が

見た 「総合」に関して言えば、それは細川先生の 「誰に対 しても子供扱い しない」とか 「相

手のこ とばを必ず受け止める」 とい うような信念か ら醸 し出されてい るのでないか」 と答

えた。Sさ んの答 えを聞いて、私は 「教室には、その教室を設計 した教師の言語観や人 間

観 が反映 され る』とい うことに改めて気づかされた。そ して、だか らこそ教師は、 自分が

どのような言語観や人間観を持ってい るのかとい うこ とに意識的になり、常に自分の言語

観や人間観 と自分が設計 した教室 を照 らし合わせていく必要があると考えた。

2-5「 総合活動型 目本語教育」の本質

古;僕 自身 、本 を読んで、まあ実際に見てても思 うのは、教師 って考えた場合、 どうして

も、親切にわか りやす くす るべ きじゃないかなってい う考えが先にあって、で、やっぱり、

僕 は突き放 した りってい うのは、なんか難 しいなって、論理的 に問い詰めた りってい うの

が。そ うい うふ うに問い詰めていけば、混乱す るわけ じゃないですか。で、混乱は表情 と

か態度に表れますよね。そ した ら、僕がだめじゃないかって。

S:ひ るんで しま う。 う一ん、そ うなんです よねえ。ひるませ るってい うのを、教師のそ

れ こそ押 し付けだ と考える人もい るわけです よね、周 りか ら見 た揚合。そこは、 もう」1個

を一人の ■として る 点 を てるんだ とい'明 確なスタンスがあるか ら それは

正一 一押 し付けとい うか教育の方針として、実際あるんですよ、た

ぶん。そこをr僕 は何もしませんよ」と言ってしま うんですけど、先生は、そこはそうい

う教育をしているんだと、言ってもいいんじやないかな。二一

ニケーション るとい ー 点を 一るために 私は えて 帯さぶるよ一なことをしているん

篁 』一そ うい う目的を正 に自分が押 し付けているってい うのは・それでいいん じゃない

かなあと。でも、言語 自体 を教えるわけではない。 もっと大事な別の教え ることがある。

「教 えてない」ってい うのはうそだ と思うんです。

ここで私はもう一度r教 師の役割」とい うところに戻って、r教師が学習者 の提示す る一

般論に対 して、疑間を投げかけることの難 しさ」につ いて、Sさ んは どのように考えてい

るかについて質問 した。Sさ んはrr総 合』には、r相 手 を個人 として捉え、お互いに個人

として コミュニケーシ ョンできるよ うな人に学習者 を育てる」 とい う明確 なスタンスがあ

り、そのためにあえて学習者の前堤を揺 さぶるような ことをしてい る。そのこと自体は、

正に教師の押 し付けで しかない。 しか し、言語 自体ではない、生きてい くために必要な大

切なことを教 えていると考えていいのではないか」 と答えた。教師が、学習者の提示す る

一般論に対 して、疑問を投げかけることによって、学習者は、 自ら考えざるを得ない状況

に置かれる。それ は、多くの学習者にとって苦痛な状態であろ う。 しか し、考え続け、 自

分の固有な価値観 を意識 し、それ を言語化 しない限 り、他者に 自分の立場を伝 えることは
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できない。そ して、他者に自分の立場を伝 えることができなければ、他者 と対等な関係を

結ぶこともできない。 自分の立場を相手に伝え、 目の前の相手 と対等な関係 を取 り結ぶ こ

とこそが正に生きてい くために必要な大切なことではないだろうか。

3.結 論

3-1学 習者が 「私」にっいて表現す るとは、 どのよ うなことなのか

学習者がr私 」について表現す るとは、学習者が単に自分の話 したい ことを話 し、書き

たい ことを書 くことではない。 ここで 「私」 とは、「私の価値観」のことである。

今回の 「総合3・6」 で、学習者は 「○○と私」 とい うレポー トを書 くに当たって、まず

rOO」 を決める。これは、r自分が一番興味 ・関心を持っていること/も の」である。rO

O」 が決まった ら、r世 の中に存在する無数の事物の中で、どうして私は、特定のrOOユ

に興味 ・関心があるのか」について考える.rr私 」がrOO」 に興味 ・関心を持っ」とい

うことは、「「私」が生きていく上で、一番大切だ と思っていること」(=「 私の価値観」)

があ り、それを実現するためにrOO」 が持つ要素が必要だと感 じることである。つまり

「自分の興味 ・関心及びそれに基づ く具体的な行動の原因」は、「私 の価値観」にあるとい

うことで、r自分の興味 ・関心の原因」を考えるとい うことは、結局r私 の価値観」につい

て考えることである。r私」について表現するとは、学習者が自分の興味 ・関心があること

を通 して、 「私の価値観」を表現することである。

3-2な ぜ学習者が 「私の価値観」について表現することが必要なのか

r総合」において、なぜ学習者 は単に書きたいことを書くのではな く、「私の価値観」に

ついて表現することを求められるのだろ うか。

r総合」において、学習者は、まずr動 機ユ レポー トを書き、それ をもとに他者とr対

話」をす る。 このr対 話」で話すべきことは、興味 ・関心の対象その ものではない。 もし

対象そのものについて話 して しま うと、その結果は、r対話」の相手が対象に関心を示 さな

いか、または単なる情報交換に終わるかで、その人からでなければ聞 けない話が聞けると

い うことはないだろ う。しかし、「私の価値観」について話せ ば、一人 として同 じ価箇観持

ってい る人はいないので、対話の相手からでなければ聞けない話が聞けるはずである。 こ

のように他者か ら 〈自分とは違 うr私 の価値観」〉を引き出すためには、まず 〈自分のr私

の価値観」〉を提示す ることが必要である,そ して、このプロセスで、r自 分の価値観」に

っいて考え、他者にr自 分の価値観」 をぶつけ、それによって 自分とは違 うr他 者の価値

観」に触れる二とで、思考が活性化 され 、「自分の価1直観」が更新 され る。「固有性」とは、

この(更 新 され続ける 「私の価値観」>の ことである。(「私の価値観」を認識 し、それを更

新 していくこと>=r自 分の固有性 を高めるjと い うこと二そ、r総合」の最大の目的であ

り、このことは常に他者とのインターアクションによるr思 考の活性化」 と不可分な関係
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に あ る。

3-3「 私の価値観」と 「協働的コ ミュニテ ィー」の関係

それでは、r協 働的 コミュニテ ィー」の形成 とい う観,転から見たr私 の価値観」 を表 現

す ることの意義は何だろうか、

学習者は、r対 話」や教室でのr話 し合い』 を通 して、<誰 もが固有のr私 の価値観」持

っていて、それは一人ひ とり違 う>と い うことを体験的に認識 してい く。メンバ.人 ひ

とりがこの認識 を十分に共有できた状態が 「協働的 コミュニテ ィー が形成 された」状態で

あ り、そのよ うなコ ミュニティーのメンバー間には、「ここでは何を表現 しても大丈夫だ」

とい うお互いに対す る信頼感が醸成 されてい るはずである。

r協働的コミュニティー」とは、単にrメ ンバー同士の仲がいい共同体」ではない。 そ

れ は、r信頼関係に基づいて同 じ場を共有する共同体」であ り、そのよ うな共同体を形成す

るためには、お互いにr私 の価値観」を表現 し合 うことが不可欠 なのである。

3-4学 習者がr私 の価値観」について表現するた めに、教師は何をするのか

私は、「仮説」を立てた とき、枠組みを作ることが教師の大切な役割であると考えていた。

しか し、r対話」やr総 合」に参加 した体験を通 して、現在 はr教 師が論理的に間い詰めて

いくことによって、学習者が持つ一般論を剥ぎ取った り、学習者が思いもよらぬ方 向か ら

疑問を投げかけることによって一般論からの視点を変えることが、教師の大切な役割であ

る」 と考えている。そ して、これ らの教師の役割は、全て 「学習者が他者 とのイ ンターア

クションを通 して、自らの固有性 を高めていく」 とい う目的 に基づいている。現在の私に

とってr総 合活動型日本語教育 とは、学習者が他者とのイ ンターアクションを通 して、自

らの固有性 を高めてい く揚その もの」である。

おわ りに 一私にとって 旧 本語教育実践研究(9〉jと は何だったか一

r実践研究(9)」 の実習生どうしの議論では、お互いのr私 の価値観」をとことんぶつ

けあい、その結果として、何で も言える時空問が出現 した。これまで私は、r協働的コミュ

ニティー」をr参 加者どうしが仲良 くな ること」ぐらいに考えていた。 しか し、r実践研究

(9)」 での議論を通 して、それはr何 を言って も大丈夫」とい う信頼関係が醸成 され るこ

となのだ、 とい うことを実感 した。っま り、私はr実 践研究(9)」 を通 して、r協 働的 コ

ミュニティー とは何か」 ということを体験的に学んだのである。

(フルヤノリアキ 早稲田大学大学院日本語教育研究秘 多士課程1年)
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